
西工場 

小学校での給食のようす 

●
ご
み
収
集
業
務 

●
平
和
行
政 

●
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策 

公
　
明
　
党
 

●
地
球
温
暖
化
防
止
対
策 

日
本
共
産
党 

●
核
兵
器
廃
絶 

市 議 会 だ より 平成17年5月　（６） 

6

   
議
員
　
ご
み
収
集
業
務
の
民
間
委
託
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。 

環
境
部
長
　
合
併
し
た
旧
６
町
地
区
の
ご

み
収
集
業
務
は
す
べ
て
委
託
で
あ
り
、
今
回
、

旧
長
崎
市
域
南
部
の
一
部
を
指
名
競
争
入

札
に
よ
り
民
間
業
者
に
委
託
し
た
こ
と
に

よ
り
、
本
市
に
お
け
る
ご
み
収
集
の
委
託

の
割
合
は
約
24
％
と
な
っ
た
。 

　
直
営
部
門
に
つ
い
て
も
、
収
集
体
制
を

見
直
し
、
72
班
を
66
班
に
縮
小
・
改
編
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、
低
コ

ス
ト
で
の
収
集
が
行
え
る
よ
う
効
率
性
の

向
上
に
努
め
た
い
。 

　
な
お
、
ご
み
収
集
業
務
を
民
間
委
託
す

る
と
大
き
な
経
済
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
中
央
地
区
等
に
つ

い
て
は
、
人
力
等
に
よ
る
引
き
出
し
地
区

や
独
居
老
人
等
の
戸
別
収
集
件
数
も
多
く
、

経
費
増
と
な
る
特
殊
要
因
も
あ
る
た
め
、

単
純
な
収
集
単
価
に
よ
る
経
費
比
較
は
困

難
な
部
分
が
あ
り
、
ま
た
、
業
者
の
倒
産
、

災
害
の
発
生
な
ど
不
測
の
事
態
に
備
え
、

直
営
収
集
を
一
定
確
保
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

委
託
の
時
期
及
び
適
正
な
委
託
の
割
合
も

含
め
、
次
期
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
取

り
組
み
た
い
。 

           

     

議
員 

 

被
爆
60
周
年
に
お
け
る
海
外
原
爆

展
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

市
長
　
海
外
原
爆
展
に
つ
い
て
は
、
平
成

８
年
度
か
ら
本
市
と
広
島
市
の
共
同
事
業

と
し
て
、
年
２
回
海
外
で
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
原
爆
展
を
開
催
し
て
い
る
。 

　
現
在
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
11
カ
国
26
都
市

で
開
催
し
て
い
る
が
、
開
催
地
の
新
聞
、

テ
レ
ビ
等
で
も
、
お
お
む
ね
開
催
の
意
図

を
肯
定
的
に
評
価
い
た
だ
い
て
お
り
、
被

爆
60
周
年
と
な
る
17
年
度
は
、
ア
メ
リ
カ

の
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
市
と
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

市
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。 

　
一
方
、
海
外
で
の
原
爆
展
開
催
に
は
、

多
額
の
経
費
負
担
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
国

に
対
し
て
費
用
負
担
を
要
請
し
て
き
た
が
、

よ
う
や
く
、
17 
年
度
か
ら
厚
生
労
働
省
に

お
い
て
、
国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平

和
祈
念
館
に
お
け
る
国
際
協
力
・
交
流
事

業
の
一
つ
と
し
て
海
外
原
爆
展
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
今
後
も
、
国
や
広
島
市
と
協
力
し
な
が
ら
、

海
外
原
爆
展
を
開
催
し
、
核
保
有
国
を
初

め
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
被
爆
の
実
相

を
伝
え
て
い
き
た
い
。 

   

議
員
　
学
校
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
象
者
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

教
育
長
　
児
童
生
徒
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
は
、
家
庭
調
査
票
・
保
健
調
査

票
な
ど
に
よ
り
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、
小
学
校
で
333
人
、

中
学
校
で
198
人
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
に

占
め
る
割
合
は
、
小
学
校
で
約
1.4
％
、
中

学
校
で
約
1.6
％
と
な
っ
て
い
る
。 

　
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
食
材
と
し

て
は
、
卵
や
魚
介
類
な
ど
小
学
校
で
65
種
類
、

中
学
校
で
45
種
類
と
な
っ
て
い
る
。 

　
各
学
校
の
対
応
と
し
て
は
、
ア
レ
ル
ギ

ー
の
食
材
や
反
応
に
個
人
差
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
保
護
者
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

状
況
に
応
じ
た
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、

牛
乳
や
エ
ビ
の
よ
う
な
単
品
の
場
合
は
、

初
め
か
ら
取
り
除
い
た
り
、
か
き
玉
汁
で

卵
を
入
れ
る
前
に
別
の
小
さ
な
鍋
に
移
す

な
ど
、
調
理
の
過
程
で
一
部
の
食
材
を
取

り
除
い
て
も
、
メ
ニ
ュ
ー
自
体
が
大
き
く

変
わ
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
を
す
る
な
ど
可

能
な
範
囲
で
対
応
を
行
っ
て
い
る
。 

           

議
員
　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
「
も
っ
た

い
な
い
運
動
」
の
推
進
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

環
境
部
長
　
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の 

ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
「
も
っ
た

い
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
本
市
の
環
境

行
政
を
推
進
す
る
上
で
も
非
常
に
大
切
な

言
葉
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

　
こ
の
言
葉
の
家
庭
へ
の
普
及
に
つ
い
て
は
、

環
境
に
関
す
る
各
種
施
策
を
実
施
す
る
際
、

ま
っ
た
く
同
様
の
考
え
方
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
具
体
的
に
は
、
市
み
ず
か
ら
の
取

り
組
み
と
し
て
、
平
成
12
年
度
に
長
崎
市

環
境
保
全
率
先
実
行
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
14
年
度
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇
〇
一

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

各
活
動
に
お
い
て
、
随
所
に
「
も
っ
た
い

な
い
」
の
言
葉
や
心
が
浸
透
す
る
よ
う
努

め
て
い
る
。 

　
ま
た
、
市
民
、
学
校
、
事
業
所
に
お
い

て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
に
関
す
る
出
前
講
座
、
環
境
教
育
、
環

境
家
計
簿
、
家
庭
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
エ
コ
な

が
さ
き
、
学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
が
さ
き

エ
コ
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
今
後
と
も
、
機
会
あ
る
ご
と
に
「
も

っ
た
い
な
い
」
と
い
う
意
識
の
啓
発
に
努

め
た
い
。 

      

議
員
　
被
爆
60
周
年
に
当
た
っ
て
の
核
兵

器
廃
絶
に
対
す
る
市
長
の
決
意
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。 

市
長
　
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し
、
核
兵

器
廃
絶
の
声
を
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
届

け
る
た
め
、
「
核
兵
器
廃
絶
―
地
球
市
民 


